
2024年10月開講（開講期間：2024年10月19日～2025年3月15日）

～ミドル・シニア世代が自分らしいキャリア後半を設計する実践講座～



キャリア・リカレント・カレッジ（CRC）とは

長きにわたり同一組織に所属してき

たミドル・シニア世代（40歳～65歳）

の方々が、ライフキャリア（仕事を含

む人生の自己実現）を主体的に形成す

るための素地を身につけることを目的

とした、総履修時間71.2時間の履修証

明プログラムです。

自分らしい

ライフキャリアの構築

定年後も

働き続ける

自己理解

行動変容

多様な

働き方

キャリア

オーナーシップ

未来志向

デジタル

リテラシー

インクルー

シブ社会
越境体験

産学の知

ネットワーキング

サードプレイス

真にやりたいこと

なりたいもの

人生前半の

棚卸し

働く意味の

探索



キャリア・リカレント・カレッジ（CRC）とは

自身の価値（経験・スキル等）や心の奥底に眠る興

味・関心および「在りたい自分」を再確認するととも

に、まだ数十年は続くであろう「ライフキャリア」を

所属組織に依存せず、自律的なものとするための思考

法、理論および実践方法を複合的に学びます。

さらに、異業種経験者同士のグループディスカッ

ションやグループワーク等で異なる価値観に触れ、刺

激を受ける機会（越境学習）が圧倒的に増え、無意識

に凝り固まった自身の価値観を解きほぐし、視野を拡

げることに繋がります。

また、現代社会において身につけておくべき、ある

いはアップデートしておくべき知識や思考法、ポータ

ブルスキルについて理論的かつ実践的に学ぶこともで

きます。
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プログラム代表者ご挨拶

早稲田大学

社会人教育事業室長

守口 剛

一般社団法人定年後研究所 理事所長

早稲田大学CRCアドバイザー

池口 武志

｢ミドル・シニア世代のライフキャリア自律｣を新たなスタンダードに
日本社会が少子化による生産年齢人口の減少を迎え、生産性の向上や就業の長期化および人生のマルチステージ化が必要と言われはじめて

はや数年が経とうとしています。一方、現在のミドル・シニア世代（ここでは40代半ばから60代半ば）が新卒採用で就職した頃、多くの企業

および被雇用者の双方が「終身雇用」を既定路線としていました。そのため、多くの人々が所属組織への依存を前提にキャリアを形成してきま

した。

その結果、役職定年や定年退職後の再雇用などを迎えるに際し「個人」としてのやりがいや生きがいを見出せず、所属組織と個人の双方にとっ

て好ましくない循環を少なからず生んでいます。このことは生産年齢人口の減少が著しい日本において、非常に大きな課題といえます。

この課題に向き合うべく、2017年度より日本橋キャンパスのWASEDA NEOにおいてリーダーシップやマーケティングなど実務に直結したプ

ログラムや、人生後半の生き方を考えるLife Redesign College等の社会人向けのプログラムを展開してきた実績を活かし、ミドル・シニア世代

の方々が自らの「ライフキャリア（仕事を含む人生の自己実現）」に向き合うためのプログラムの開発を目指すに至りました。

この大きな課題に対応するプログラムの開発に際し、大学外の知見を掛け合わせることが肝要であるという認識のもと、既に同様の課題意識

を有し、研究活動を組織的に進めていた一般社団法人定年後研究所との間で議論を重ねてきた結果、「キャリア・リカレント・カレッジ

（CRC）」を開講する運びとなりました。

本プログラムの受講者をはじめとするミドル・シニア世代の方々が約20～30年にわたって培ってきた経験やスキルを活かし、また新たな知

識や技能を身につけ、社会への貢献やサスティナビリティを意識した「やりがい」を見出し、「キャリア後半」を自信と使命感をもって溌溂と

歩むことが日本社会の好循環の一助となり、このことが次世代にスタンダードとして受け継がれていくことを願っています。

ミドル・シニア世代のビジネスパーソンが「これから」を考える最高の場所です
定年後研究所の池口です。ご縁をいただいて早稲田大学キャリア・リカレント・カレッジ（ＣＲＣ）のアドバイザーを務めております。

２０２３年度、初回開講のＣＲＣより、プログラム開発にあたると同時に、実際の講座で半年間伴走させていただいています。受講生の意識と

行動変容を間近で見るにつけ、ＣＲＣは、ミドル・シニア世代のビジネスパーソンがこれからのキャリア人生を考え、色鮮やかに描くには最高

の場所であることを感じました。

早稲田大学教授陣を始めとする各界第一人者による講義では、長年のキャリアや人生経験を持たれた世代がゆえに、学びの楽しさが倍加され、

知識のブラッシュアップに留まらず、新たな視座の獲得にも繋がったようです。

また、各分野で活躍を続ける等身大の多様なロールモデル（人生の少し先輩方）に直に触れてみることで、これまでの仕事や人生とは異なる

フィールドで、自らが活躍できる可能性を皮膚感覚で感じ取っていただきました。

そして何よりも、これからのキャリア人生に関して同様の課題意識を持つ、実に多彩なバックグランドを持つ受講生同士が、互いを尊重し合

い、教え教えられる素敵なコミュニティを築かれた事実が、「ＣＲＣが最高の場所」と言い切れる裏付けになっています。

「将来が、不安から楽しみに変わった」「新たなチャレンジ精神が沸々と湧いてきた」「受講生同士のコミュニティが最大の財産です」 過

去の修了生の皆様からいただいたご感想は、ＣＲＣの大きな財産でもあります。

受講生の建設的なご意見を受けて、講座内容も見直しを図っており、今後のCRCの展開がますます楽しみになっています。



自身が所属する組織のミド

ル・シニア世代の活性化を

担いたい



講座の特徴①

履修証明
プログラム
(Certificate 
Program)

本講座の修了が認められると、早稲田大学から履修証明書が発行されます。これは、学校教育法第105条の規定に
基づくものであり、履歴書の学歴欄に公式に記載することができます。

産学双方の知見
と実績を活かし
たカリキュラム

WASEDA NEOを始めとする早稲田大学の社会人教育および運営実績と、一般社団法人定年後研究所監修による e
ラーニングツール「キャリア羅針盤」や同研究所のミドル・シニア世代に特化したキャリアに関する研究実績を
ベースに検討された、実務と学術による総合的なカリキュラムとなっています。

個人およびグ
ループでのアウ
トプットを重視

「キャリア羅針盤」での学びを進めることにより自ずと自身のライフキャリア・プランニングに関連するアウト
プットが得られるほか、EQ（感情能力）テストの結果など、多くの個人の特性、強みや弱みに関するアウトプッ
トを得ることができます。また、複数の科目においてグループワークの実施が予定されており、そこでもライフ
キャリアに関わる多様なアウトプットを自ら作成します。
※受講期間中、ご希望に応じて、個々のキャリア相談を受けることが可能です



講座の特徴②

アクティブラー
ニングが基本

単なる座学による聴講を最小限に控え、豊かな経験を蓄積してきたミドル・シニア世代ならではの多様な視点に
よるディスカッションを行い、時には手を動かすなど、多くの受講シーンで思考を伴うアクティブラーニングを
導入しています。

越境学習による
刺激とコミュニ

ティ形成

同一企業（あるいはグループ企業内）における集合研修とは異なり、異業種の人材が能動的に集まり受講します
（越境学習）。半年間の他流試合により、様々な価値観に触れることで知らずに狭まっていた視野を広げると同
時に、自身の強みや課題を他者との比較によって深く理解します。また、半年間ともに学んだ仲間とは修了後も
繋がり続け、情報交換やこの先のライフキャリアを相談し合うコミュニティを形成することができます。

受講を通じて得
られる能力・ス

キル

・人生後半戦に向けたライフキャリア（仕事を含めた人生の自己実現）のプランニング力
・さらなる越境に向けた具体的な行動力
・自身のEQ（感情能力）の特徴を踏まえた意識と行動変容の習慣づくり
・背景や価値観が異なる仲間との協働力、新たなネットワーキング力
・ダイバーシティや、組織行動論、更にはイノベーションやデジタル社会に関する実践的知識



カリキュラム全体像

③
ミッション
ビジョン
の明確化

②
多様な
選択肢を
知る

①
知識・スキ
ルのブラッ
シュアップ

【ライフキャリアプランニング】～ライフキャリアの花を咲かせる一歩を踏み出す～

自己理解作業（eラン×ワークショップ） キャリアの探索行動（グループ・個人）

【ライフキャリア実践講座】
～多彩なライフキャリアの実践者から学び、
自らのキャリアビジョンを描いてみる～

【社会課題をセカンドキャリアに紐付ける思考法】
～社会課題解決への貢献をキャリアに紐付ける～

【ライフシフト時代のダイバーシティな働き方】
～多様な働き方と、独立起業の実践方法論～

【経営者との対話&解決提案ワークショップ】
～多様な経営課題に触れて、自らの可能性を拡げる～

【EQ活用コミュニケーション実践講座】
～EQを活用してコミュニケーションスキルを

ブラッシュアップしよう！～

【デジタル時代のリテラシー】
～自分に必要な情報を選別する～

【CRC Essential Lectures】
・人材高齢化を組織行動論の視点から考える
・ふたたび地域社会・コミュニティにかかわるために
・組織のダイバーシティと競争力
・ＡＩ時代に求められるデジタルリテラシー
・イノベーションの理論と実践
・思い込みをする心
・行動変容のためのマインドセット

「知識・スキルのブラッシュアップ」と「多様なキャリアの選択肢を知る」
ことを通じ、ミドル・シニア世代のライフキャリアプランを構築します。



カリキュラム①：知識・スキルのブラッシュアップ

CRC Essential 
Lectures

早稲田大学の教授陣を中心とする全7回（初回のみ60分、以降各回90分）の講義です。組織行動論から見る人材の
高齢化、イノベーションの理論と実践、ダイバーシティ、デジタルリテラシー、コミュニティとの関り方、アン
コンシャスバイアスや行動変容に必要なマインドセットなど、この先の仕事を含むライフキャリアのプランニン
グに際し、重要となるテーマを厳選しました。第一線で活躍する研究者・実務家がオムニバス形式で登壇し、簡
易なワークやディスカッションを交えながら授業を行います。

EQ活用
コミュニケーショ

ン実践講座

インターネット社会において、リアルなコミュニケーションの重要性はさらに高まっています。特にビジネス
パーソンにとっては必須のスキルといえるでしょう。コミュニケーションスキルを上げるためには、自分のコ
ミュニケーションスタイルの元となっている①EQ（感情能力）を理解し、②行動（言動）を変えていくことに
よって実現できます。本講座では、受講前にEQ測定（web受検）をしていただいたうえでご自身のEQを活用して、
コミュニケーションスキルをブラッシュアップさせていくことを目指します。

デジタル時代の
リテラシー

転職や独立、企業内での新規事業や個人としての新たなライフワークの創出など、自身が望むライフキャリアを
描くためには、所属する組織や業界を超えた幅広い情報に触れ、思考や発想を続けることが肝要です。情報が氾
濫する中で、質が高く、かつ、自身に必要な情報を収集するにはどうしたら良いか。リテラシーの基礎からファ
クトチェック、情報収集ツールの活用方法などを学びます。



カリキュラム②：多様な選択肢を知る

ライフキャリア
実践講座

５０代以降で新たなフィールドにキャリアチェンジを果たし、その後も充実したキャリア人生を送られている
ロールモデル３名の方をお招きし、「キャリアの軌跡」を辿ると共に、「現在没頭されているテーマ（ライフ
ワーク）」をご紹介頂くことで、受講生の「ライフキャリアプランニング」の一助とします。同時に、キャリア
志向の近いメンバーで班編成し、班独自で選んだロールモデルへのインタビューを実施⇒講座での発表を通じて、
より主体的なキャリアビジョン探索を促します。

ライフシフト時代の
ダイバーシティな

働き方

ライフシフト時代の多様な働き方についてお伝えするとともに、特に重要となる“起業”についての考え方や方法
をご紹介します。ミドル・シニア時代に必要とされる多様な働き方を学び、様々な起業についてご紹介し、“自分
らしい起業”をイメージした上で、起業が持続するための計画づくりについて紹介し、自分自身を一つの“事業体”
として捉えるワークを行います。

社会課題を
セカンドキャリアに
紐付ける思考法

さまざまな社会課題に向き合い活動する社会人が登壇し、その講話を参考にしながら、受講生自身の今までの
キャリアでの社会課題との接点を振り返るとともに、今後どのような社会課題を大事にするか、それを自らのセ
カンドキャリアとどうつなげていくか、はじめの一歩をいかに踏み出すかを考えます。

経営者との対話
&

解決提案
ワークショップ

中小企業・ベンチャー企業経営者が抱える課題やその背後にある価値観に触れ、自分が興味を持った実際の課題
に取り組むことで、自らの新たな可能性や選択肢を感じ、自分のキャリアや働き方、生き方について考えるきっ
かけを得ます。1回目の講義では、中小企業・ベンチャーの特有の様々な課題に触れ、2回目の講義までに、提示
された課題の中から自身が関心ある挑戦してみたい課題を選択し、自身が今まで培った知見を活かして課題に対
する提案を考えます。2回目の講義で各自の提案を発表し、経営者から直接コメントを得ます。



カリキュラム③：ミッション・ビジョンの明確化

ライフキャリア
プランニング

「どうすればやりがいを感じられるような仕事(Work)をデザインしたり、将来にわたって有意義だと思えるよう
な人生を送れるのだろうか」。役職定年や再雇用移行等キャリアの転機が視界に入ってくる中高年のそうした不
安の解消に向けた糸口を見つける手助けとなるのがライフキャリア・プランニングです。それは、年齢にかかわ
らず社会とかかわる活動すべてを“キャリア”と捉えて仕事の意味の幅を広げ、有意義な人生の実現に向けて人生
設計をしていく考え方です。本講座は対面型ワークショップ6回で構成し、前半はe-ラーニング教材「キャリア羅
針盤」から自動生成されるワークシートを活用しながら自己理解を深め、他者視点も取り込みながら自分の今後
のライフキャリアについてじっくり考える基礎をつくります。後半からは、キャリア志向の近い受講生同士でグ
ループ調査（キャリアの可能性の情報探索など）を実施して、ライフキャリア探索のプロセスを学んだうえで、
個々人の今後の生きかたの軸となるライフキャリア・ビジョンを具体的に策定していきます。



カリキュラム・担当講師・時間割詳細

•カリキュラム・担当講師の一覧はこちらからご確認ください

•時間割の詳細はこちらからご確認ください

※一部、変更が生じる場合がございます。予めご了承ください

https://waseda.box.com/s/vajod08zraxbo3rdh86e6t09a0z58pxu
https://waseda.box.com/s/p3fvwhup0mdrd0ze6h13nudp9ksm1qv7


修了生の声（修了生アンケートより抜粋）

何を学ぶのか目標も
はっきりしないような
私でも受講を通して自
分のキャリアについて
今までより真剣に考え
行動するきっかけと
なったこのプログラム
は絶対に得るものがあ
ります。是非一歩踏み
込んでみてください。

CRCは同じモヤモヤを
もつ仲間、実践共同体
のようなものだと思い
ます。多様な授業をう
け、話し合い、グルー
プワークをすることで
半年後は霧が晴れると
思います。

様々な講義と、経歴が
異なる受講生とのコ
ミュニケーションを通
じて、学びや刺激が多
かった。会社では話せ
ないことも、受講生同
士は利害関係がなく、
心理的安全性が保たれ
た中で「素の自分」と
向きあえた。

会社の研修はイマイチ、
同期とも案外こういう
話はしないし、なかな
かしにくい。越境体験
で、これからの自分の
「生きる」「働く」を
新たな視点で再構築す
る、そのきっかけがつ
かめると思います。同
世代で、目的意識が近
い受講生の方たちの交
流も大きな財産になり
ます。



募集概要

募集人員 40名程度

募集期間 ２０２４年７月１日（月）より申込受付開始

※先着順受付。定員に達し次第、締め切ります。

申込方法 Webサイト本公開後、所定のお申込みページよりお申込みください。

申込要件 以下の要件をすべて満たす方

※社会的な定年時期の延長傾向を踏まえ、対象年齢を65才までに広げました

１．講座開講期間中の満年齢が40才以上65才以下

２．高等学校を卒業した方。またはこれと同等以上の学力があると認められた方

３．申し込み時点でなんらかの仕事に従事している

受講料 357,500円（税込）

実施期間 2024年10月19日（土）～ 2025年3月15日（土）

実施方法 原則対面＋一部オンライン形式 (Zoomミーティングを使用 )での実施。

対面形式の回の実施場所は、早稲田大学日本橋キャンパスおよび早稲田キャンパス



ご参考：教育訓練給付金について

本プログラムは、厚生労働省の教育訓練給付金制度（特定一般教育訓練）の指定講座に

申請中です（審査結果は2024年8月上旬予定）。指定講座に認定され、制度対象となる方

が本講座を修了した場合、受講者本人が支払った教育訓練経費の最大40％に相当する額が

給付されます。

ご参考：厚生労働省Webサイト

給付を希望される方は、「訓練前キャリアコンサルティング」を受け、ジョブカードの

交付を受けた上で、講座開始日の2週間前までに自宅住所を管轄するハローワークに申請

する必要があります。

指定講座への申請結果発表後、速やかに本公開するWebサイトの情報を更新いたします。

なお、「訓練前キャリアコンサルティング」の予約等の詳細については、管轄のハロー

ワークにお問い合わせください。

[厚生労働省] 全国ハローワーク所在地案内

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/kyouiku.html
https://www.mhlw.go.jp/kyujin/hwmap.html


説明会開催のご案内

日時

第1回：2024年6月29日（土）10:00～11:30

第2回：2024年7月27日（土）10:00～11:30

※基本的に同じ内容です（体験談をお話される体験者のみが異なります）

開催方法 Zoomによるオンライン開催

次第

・プログラムの概要（早稲田大学 教務部 社会人教育事業室）

・プログラムの特長（一般社団法人定年後研究所 理事所長/CRCアドバイザー 池口武志）

・修了生による体験談（各回１名参加予定）

・質疑応答

申込方法
下記のGoogleフォームよりお申込みください。

https://forms.gle/jq2sWzzS9sccDZve8

お問い合わせ先 info-neo@list.waseda.jp （担当：高木・青木）

https://forms.gle/jq2sWzzS9sccDZve8
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